
ご使用前に必ず本書をお読みください。
また、いつでも見られるように大切に保管してください。

安全に関する項目ですので必ずお守りください。

ＳＢ-20・25
ドラムポンプ 取扱

説明書

●このポンプは、灯油・軽油・A重油等、低粘度（100mm2/s
以下）の油専用です。
※A重油のハイカロリータイプは使用できません。

●取扱い時には、火気厳禁。
●ガソリン等、第一石油類・食品類・溶剤・水・薬品等

には、使用できません。
●幼児・子供が触れないよう、ご注意ください。
●分解修理・改造はしないでください。

〒617-8511 京都府長岡京市神足上八ノ坪12

h t t p : / / w w w . k o s h i n - l t d . c o . j p 平日：9:00～12:00・13:00～17:00　土曜9:00～12:00
（年末年始・夏季休暇等・日祝日を除く）

0120-075-540
キョウト の コーシン

注　　意

長期間保管される場合
●本体内部の乾燥を未然に防ぐため、本体側面の注油口のボルトを 

はずし、注油口からエンジンオイル等の高粘度オイルを50ccほど
   注入してください。
●注入後、ハンドルを2～3回まわし内部を潤滑させてください。



①ドラム缶に吸入パイプを差し込み、吸入パイプが

ドラム缶の底に着いた状態で大ネジをドラム缶の

口金にねじ込み蝶ネジで吸入パイプを固定します。

本体に強い衝撃を与えると故障の原因になります。

②ハンドルを時計回りに回転させると吐出します。

ドラム缶の残油量が少ない場合は、吐出するまでに
時間がかかることがあります。

取扱い時は火気厳禁。

③図のように油面よりホース先端が

　　下にある場合ハンドルを数回

　　まわし吐出を確認後ハンドルを

　　真下にすると自動給油します。

   サイフォン作用でまた、

　　ハンドルを少しまわすと

　　給油は止まります。

        給油中はポンプから離れないでください。

落差が少ない場合は、サイフォン作用しないことが
あります。

●本体内部が乾燥しています。本体側面の注油口

のボルトをはずし注油口から移送する油を注入し

て2～3回ハンドルをまわし、内部を潤滑後、ご使用

ください。 001035103

使用方法

長期間の放置により吸い上げにくい場合

SB-20

105回転/20L

SB-25

72回転/20L吐出量

イラストは
SB-20
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